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１Ｆ０４ ＤＡＡＥとＱＣＤＳの思想差異～狩野モデルをメタファーに 

 
○若林秀樹(東京理科大経営学研究科技術経営専攻)、丹下大(SHIFT) 

wakabayashi.hideki@rs.tus.ac.jp 

1. はじめに 

 
 「DAAE」とは、SHIFT 社 1の丹下大社長により提唱され、「Design（デザイン）」「Agility（迅速

性）」「Assembly（組み合わせ）」「Economic Quality（経済品質 2）」の 4 つの頭文字を組み合わせた SHIFT
独自の概念である。日本では QCD さらには QCDS3が広まっているが、VUCA 下、DX 時代には、限界

もあり、DAAE 的な思想体系に転換すべきだ。日本と米 GAFAM 等巨大プラットフォーマとの差は、

こうした QCD と DAAE の経営思想体系の差にあるのではないか。前報では、DAAE 思想を QCD との

比較で紹介、その KPI を指数化、主要諸国のマクロ数字からその有効性を検証したが、今回は、国内大

手電機・電子部品メーカーの公開数字から指数化を試みる。さらに、DAAE 構想と QCDS の差異を狩

野モデルから分析を試み、また、日本企業の財務数値で KPI 化、有効性を検証する。 
2. 先行研究 

DAAE そのものについては、若林と提唱者である丹下による報告［2］や［3］の他、DAAE をメタ

ファーとした KPI を用いた日台の光学産業比較［4］などの研究が出てきている。SHIFT 社においても、

DAAE の実用例報告も公開されている［5］。 
前年では、DAAE 構想を QCD との概念比較で論じ、サプライヤーの提供価値をテック価値、マネジ

メント価値、ビジョナリー価値に分け、ユーザー価値との関係、品質との関係をモデル化して論じた。 
エコノミッククオリティを、エコノミック品質と見做し、定義した上で、DAAE 指数を考案、国際比

較の視点から、マクロ統計データとの相関性を検証、国別 ROE や GDP 成長率とは高い相関関係(相関

係数 0.97、t=8.22、p 値 0.001)があることを示した。 
マクロ統計データでさえ、DAAE 思想が収益性や成長性には重要な影響を及ぼすことが示唆できよう。

DAAE 指数の構成要素は、経済的な単位が含まれておらず、技術的特性、文化的特性が中心だが、それ

が経済的な数字と関連が強いことは注目できる。 
そこで、本報では、企業の公開情報により、DAAE 指数を考案、企業の業績との関係を考察する。併

せて、DAAE の経営における意味を、価値創造の視点で、狩野モデルを参考に考察を行う。 
3. DAAE 指数 

ミクロベースの DAAE 指数を作成するに際し、マクロでの DAAE 指数で採用した統計数字と整合性

を考慮しつつ、また、有価証券報告書やアニュアルレポート・統合報告書から、取れるデータであるこ

とから、DAAE 指数を下記の指標を使い定義する。なお、便宜上、A がアジリティとアセンブルと二つ

あるため、アセンブルの A は類似の M(モジュラー)で代用する。 
 すなわち、DAAE 指数＝αD＋βA＋γM＋δE、α、β、γ、δは係数、α+β+γ+δ=1 
 また、D＝∑αi×Di、A＝∑βi×Ai、M＝∑γi×Mi、E＝∑δi×Ei 
各指数は、ウェイトを調整する。D、A、M、E、それぞれに、KPI が、1:1 対応しているわけではな

いが、ウェイトを行う。前提として、アニュアルレポートは企業の理念が反映されており、各社が DAAE
的な思想を持つのであれば、キーワードや数字、戦略に反映されていると考えた。 

D は、アニュアルレポートでの、D を反映するデザイン、プラットフォーム等のキーワードの登場頻

度とした。売上や頁数で割って、「正規」化した。 
A(Agility)だが、マクロ指数と同じく、労働流動性とし、具体的には、各社の平均在職年数を用い、

これも正規化するため、平均年齢で割った。 

 
1 2030 年に売上高 3000 億円達成を目指している SHIFT 社は、ソフトウェアの品質検査が主力事業だが、今後、「SI3.0」
と名付けた事業を拡大する。SHIFT 社の定義では、「SI1.0」はソフトウェアとハードウエアを組み合わせてシステムを

開発して顧客に提供、「SI2.0」は業務コンサルとシステム構築の組み合わせ、「SI3.0」は顧客事業を成功に導くとする。 
2 SHIFT 社では、UX をサービスの「品質」として取り組んでいる。システムやソフトウェア品質の国際規格である 

SQuaRE(System and software product Quality Requirements and Evaluation ISO/IEC 25000 シリーズ)は、信頼性な

どの「製品品質」に加え、実際にユーザーが利用する際の「利用時の品質」を規定しており、「利用時の品質」は UX に

含まれるとする。 
3 QCDS は、QCD の Quality、Cost、Delivery、に加え Service)の頭文字をとった製品評価の指標 

1F04
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図図表表 11  DDAAAAEE 指指数数  ママククロロととミミククロロのの対対比比  (出所)若林秀樹  

 
A(Assembly、ここではモジュラーの M)は、マクロ数字と同様、M&A の件数、加えて、モジュラー

度合も考慮した。モジュラー度合については、企業や産業で定量化は難しい。ここでは、経営重心論と

製品アーキテクチャ論のモジュラー/インテグラルの関係から、非モジュラー/インテグラル領域である

ジャパンストライクゾーンの中心と各社の経営重心の距離を用いた。ジャパンストライクゾーンから遠

い方が、モジュラー度合が大きいという考えである。 
図図表表 22  製製品品アアーーキキテテククチチャャのの再再定定義義とと経経営営重重心心論論  

(出所)若林秀樹 
E は、本来は、各社での品質に関する基準が、グローバル水準に対して、過剰品質か否かが、本来の

直接的な意味である。しかし、こうした数字は非公開であるため、ここでは、有価証券報告書とアニュ

アルレポートの頁数の比とした。有価証券報告書は法令により内容が定められているが、アニュアルレ

ポートは各社が戦略的意図で開示内容が自由に選べる。アニュアルレポートの頁数が有価証券報告書の

頁数に対し、必要最小限であれば、それが各社の経済的品質を体現していると考えた。逆に、有価証券

報告書に対しても頁数が多ければ、過剰品質ともいえる、との前提である。 
以上の DAAE 指数を、それぞれ変数とし、経営結果としての業績をどう説明できるか、相関性をと

った。ここでは、大手電機(日立、東芝、三菱電機、NEC、富士通、パナソニック、シャープ、ソニー)
と電子部品大手等(村田、京セラ、日本電産、オムロン)を対象に、2005 年度から 2021 年度の売上成長

率に対し、DAAE 指数の相関を考察した。原単位では、数値の幅が異なり、ウェイト付けが難しいため、

いずれも、偏差値化(12 社のもの)した。参考のため、KPI の偏差値、実数値を示す。M&A 件数は 2015
年以降で公開、ニュースで確認できるものとした。 
図図表表３３  DDAAAAEE 指指数数のの偏偏差差値値比比較較  

 (出所)若林秀樹 
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規模や成長フェーズが異なり、アニュアルレポートも無いため、母数には入れていないが、SHIFT
社と V テク社も掲載する。DAAE を提唱するだけあって、SHIFT 社は、「デザイン」のキーワード登場

件数、人財流動性、M&A 件数で社歴や規模に比して他を圧倒している。 
12社のDAAEバランスを見るため、DAAE指数に採用したKPIについて、レーダーチャートに示す。

成長性が高い電子部品メーカーは、A(人財流動性)や A(モジュラーM)度合が高く、M&A 件数も多い。

E については、シャープが高いが鴻海傘下でもあり、品質について割り切る姿勢もあるかもしれない。 
図図表表４４  電電機機とと電電子子部部品品 1122 社社のの DDAAAAEE ババラランンスス  

(出所)若林秀樹 
成長率と DAAE 指数の相関性の結果を図表 5 に示す。結果は相関係数 0.84、t 値 4.99、p 値 0.01 で

あり、電機と電子部品 12 社とサンプルは少なく、業種も偏っているが、一定の相関があるといえよう。

併せて多変量解析結果も示す。ここで影響が大きいのは A(労働流動性)とモジュラー度合である。なお、

個々の数値も、A は相関性も 0.8 以上(p 値 0.01)である。この傾向は、既に報告したマクロ KPI や先行

研究と同傾向にある。営業利益成長率や営業利益率と DAAE 指数の相関分析も試みると、モジュラー

度合の相関性が高いが、全体では、それほど相関性も見られず、p 値からも有意ではない。 
図図表表 55  DDAAAAEE 指指数数((電電機機とと電電子子部部品品 22000055－－22002211 年年度度))とと売売上上成成長長率率ととのの相相関関  

(出所)若林秀樹 
 
4. 狩野モデルと DAAE思想の価値の関係 

DAAE 概念を、狩野モデルの、当たり前価値、一元的価値、魅力価値を参考に、QCDS と比較しなが

ら、本質を探りたい。ここでのＳは、むしろ、サービスより、ユーザビリティやメンテナンス性として

捉えるといいのではないか。そうして、QCDS(QCDU)と狩野モデルとの対比をすると、DAAE 概念が

適合する面も多い。 
QCDS と狩野モデルの 3 種の価値をマトリックスで考察すると、実は、QCDS それぞれに、3 種の価

値に対応する意味がある。Q と 3 種の価値が、元々の狩野モデルであるが、コストやデリバリ、サービ

スにも 3 種の価値があるだろう。ここで、DAAE の EQ は、明らかに、当たり前品質をコストとの対比

で捉えられる。D(デザイン)は、S(サービス)あるいは U(ユーザビリティ)に関係するが、魅力的な意味

があるだろう。デリバリも、3 種があるが、これは、コストとの見合いで、アジリティと捉えれば、一

元的価値が中心ではないか。 
QCD それぞれは、全体で、アセンブルに関連し、アジリティはデリバリに、D(デザイン)はサービス

に関係する。 
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図図表表 66  QQCCDDSS とと狩狩野野モモデデルルとと DDAAAAEE 思思想想  （出所）若林秀樹  

 
したがって、DAAE とは、QCDS と狩野モデルで重視される 3 種の意味に対して、最重視すべき価

値であり、QCD の Q/C と「当たり前」品質に対応するのが、DAAE の E、QCD の C/D と「一元的」

品質に対応するのが DAAE の A(アジリティ)、QCDS の S と「魅力的」品質に対応するのが、DAAE
の D であり、QCDS 全体をカバーするのが DAAE の A(アセンブル)だろう。 

今日、サプライチェーン混乱の中で QCD も乱れ、その本音と建前の差の矛盾が露呈している［6］。
日本では、Q が一元的価値(品質をあげると客がそれに応じ対価を払う)、C が魅力価値(値下げが喜ばれ

る)、D は当たり前(早く届いて当然)と見做されてしまっていることが、この根源にあるのではないか。

また、サービスやユーザビリティ、さらに、日本がエコシステム形成に苦手な要因として、アセンブル

という視点や価値が、認識されず、無視されていることにあるのではないか。これらは、QCD 思想の

限界であり、こういう状況を正す思想が DAAE であるともいえよう。 
 

図図表表 77  新新たたなな価価値値創創造造  

(出所)若林秀樹 
 
5. 考察に代えて、DAAE 的な技術潮流 
 ソフトウェア産業では、既に、ウォーターフォール的な開発、OSS 導入が増えているが、ハードやデ

バイス産業では、DAAE 思想はこれからだ。しかし、半導体では、チップレット 4という電子ブロック

的な技術が、More than Moore 技術として注目されている。既に、インテルが、「UCIe」5というコン

ソーシアムを結成した［7］。これにより、短 TAT の開発や生産が可能になる。ユーザビリティやデザ

イン性が重要であり、アジャイル開発が可能であり、電子ブロック的という意味では、アセンブルの要

素もある。E の要素は議論があるが、スペックの割り切りも、あり得るだろう。 
 原子力においても、最近、注目されている小型モジュール炉、SMR は DAAE 的であり、この場合の

モジュールは、経営重心とアーキテクチャ論における第二モジュラーに相当する。ユーザビリティやア

ジャイルは当然になる。 
 さらに、R&D の進捗においては、ステージゲートという、ウォーターフォール的な視点での進捗の

チェックが常識であったが、ソフト開発の占める割合が増え OSS との連携、また、R&D の巨大化の中

では、モジュール対応も不可欠となる。 
 起業においては、アジャイルは常識とされてきたが、それは一つの要素ではなく、DAAE 視点を入れ

るべきだろう。 
 アカデミックの研究や論文執筆も、特に、人文社会系では、これまでは巨大企業の計画策定的なアプ

ローチだが、それでは、日進月歩で変わる VUCA の時代では、対応できず、DAAE 的アプローチが必

要になるだろう。 
 DAAE 思想は、あらゆる領域で、主流な潮流となっている。 

 
4 Chiplet UCIeに秘められた Intelプラットフォームモデルの狙いとは | 日経クロステック（xTECH） (nikkei.com) 
5 Universal Chiplet Interconnect Express 
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6. おわりに 

DAAE 研究は、始まったばかりである。今回、大手電機や電子部品メーカーのアニュアルレポートの

公開データを使い、DAAE 指数として、業績との関係を考察した。さらに、狩野モデルの概念から、

DAAE と QCDS の思想を考察した。さらに、他業界にも展開、検証しつつ、その本質を考察していく。 
今回の報告は、東京理科大学総合研究院技術経営戦略金融工学社会実装研究部門(FESI)において、

SHIFT 社との共同研究によるものであり、同社と研究部門の各位に謝意を表する。 
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